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雑誌古紙・雑がみの課題第2回

（公財）古紙再生促進センター
専務理事

川上正智

雑がみ掘り起こしへ！
～紙リサイクルを取り巻く課題解決へ向けて～

減
少
す
る
雑
誌
古
紙
、

増
加
す
る
雑
が
み

　

２
０
０
０
年
以
降
、
循
環
型
社
会
形
成

の
た
め
の
法
整
備
や
自
治
体
に
よ
る
行
政

回
収
の
拡
大
を
背
景
に
「
雑
誌
に
含
ま
れ

な
い
、
そ
の
他
の
紙
類
」
が
増
加
し
、
雑

誌
古
紙
の
品
質
問
題
が
顕
在
化
し
た
。
こ

れ
に
対
応
す
べ
く
製
紙
、
古
紙
の
両
業
界

か
ら
の
提
起
に
よ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
は
２

０
０
５
年
に
新
た
な
古
紙
銘
柄
と
し
て

「
雑
が
み
」
を
設
定
し
、
自
治
体
や
市
民

レ
ベ
ル
へ
の
分
別
要
請
を
行
っ
て
き
た
。

　

結
果
と
し
て
各
自
治
体
で
の
雑
が
み
回

収
は
増
加
、
ご
み
減
量
、
資
源
化
を
通
じ

た
持
続
的
な
社
会
作
り
に
寄
与
し
て
き
た

が
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
用
紙

1

系
古
紙
の
減

少
が
加
速
し
、
雑
誌
古
紙
の
雑
が
み
化
が

進
む
と
同
時
に
、
脱
炭
素
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

財
政
逼
迫
を
背
景
と
し
た
行
政
の
可
燃
ご

み
対
策
が
強
ま
る
中
、「
雑
誌
古
紙
」
の

「
雑
が
み
」
化
は
、
今
後
さ
ら
に
そ
の
傾

向
が
強
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た

統
計
的
に
「
雑
が
み
」
を
単
独
で
捕
捉
す

る
こ
と
は
叶
わ
な
い
状
況
に
あ
る
の
が
実

情
で
あ
り
、「
雑
誌
」
の
中
に
「
雑
が
み
」

の
多
く
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
で

の
ト
レ
ン
ド
分
析
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
あ
る
。

　

こ
の
約
20
年
足
ら
ず
で
、
印
刷
・
情
報

用
紙
、
新
聞
用
紙
な
ど
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

用
紙
内
需
は
半
減
し
て
お
り
、
雑
誌
・
書

籍
販
売
部
数
も
42
億
冊
か
ら
14
億
冊
（
２

０
２
２
年
時
）
へ
と
約
１
／
３
に
減
少
し
、

い
ず
れ
も
そ
の
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
っ

て
い
な
い
。
一
方
、
２
０
０
０
年
以
降
の

「
雑
誌
古
紙
（
雑
が
み
を
含
む
）」
発
生
量

は
約
30
％
の
減
少
に
留
ま
っ
て
お
り
、
こ

の
数
字
か
ら
類
推
さ
れ
る
こ
と
は
、
雑
誌

古
紙
に
占
め
る
古
紙
構
成
の
変
化
が
続
い

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
雑
誌
古
紙
に
含
ま

れ
る
オ
フ
ィ
ス
か
ら
の
Ｏ
Ａ
用
紙
等
の
雑

が
み
の
減
少
傾
向
も
続
い
て
お
り
、
残
り

は
す
な
わ
ち
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

「
雑
が
み
」
混
じ
り
の
雑
誌
古
紙
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

こ
の
傾
向
は
今
後
も
さ
ら
に
強
ま
る
傾

向
に
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
そ
も
そ

も
の
雑
誌
古
紙
（
雑
が
み
を
含
む
）
回
収

量
が
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
用
紙
由
来
の
雑
誌

古
紙
の
減
少
が
さ
ら
に
加
速
し
た
場
合
、

機
密
系
古
紙
の
減
少
も
加
わ
り
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
用
紙

2

向
け
を
中
心
と
し
た

雑
誌
古
紙
消
費
量
を
賄
い
き
れ
な
い
可
能

性
が
あ
る
。

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
古
紙
の
区
分

は
自
治
体
が
決
定
し
回
収
ル
ー
ト
に
乗

る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
ま
た
「
ざ
つ
が

み
」
の
名
称
も
、
雑
が
み
、
雑
紙
、
雑
古
紙
、

ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
、
そ
の
他
紙
、
等
々

が
存
在
し
て
お
り
、
特
に
今
後
は
個
別
案

件
の
可
燃
ご
み
減
量
対
策
と
し
て
、
当
セ

ン
タ
ー
基
準
以
外
の
古
紙
が
回
収
対
象
と

な
る
ケ
ー
ス
も
予
想
さ
れ
る
。

　
「
雑
が
み
」
の
課
題
は
、
各
地
区
に
よ
っ

て
リ
サ
イ
ク
ル
、
分
別
実
態
の
特
性
や
受

け
皿
の
製
紙
工
場
事
情
の
違
い
も
あ
り
、

全
国
統
一
的
・
デ
フ
ォ
ル
ト
的
な
対
応
に

は
課
題
が
多
い
。
ま
た
、
こ
の
問
題
は
人

口
減
少
に
よ
る
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
行
政
が

過
渡
期
を
迎
え
る
自
治
体
の
存
在
、
脱
炭

素
化
、
可
燃
ご
み
削
減
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

用
紙
由
来
古
紙
の
減
少
、
脱
プ
ラ
化
を
通

じ
た
紙
・
プ
ラ
複
合
素
材
包
装
の
増
加
、

紙
製
容
器
包
装
識
別
マ
ー
ク
へ
の
理
解
バ

ラ
ツ
キ
、
製
紙
原
料
に
適
さ
な
い
禁
忌
品

類
の
増
加
等
々
、
古
紙
品
質
の
低
下
が
懸

家族類型別一般世帯数（2025年予測）

出所：国立社会保障・人口問題研究所

書籍・雑誌販売部数推移

出所：出版科学研究所
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【注】

1）	グラフィック用紙
	 新聞用紙や書籍・雑誌、チ
ラシ、カタログ、パンフレッ
ト、コピー用紙等、多様な
印刷物や情報媒体に使用
される紙等

2）	パッケージング用紙
	 段ボール箱に使われる段
ボール原紙や、菓子、冷凍
食品、飲料、医薬品・化粧
品や家電・雑貨の箱に利用
される紙器用板紙等

念
さ
れ
る
中
で
変
動
要
因
が
多
重
的
に
絡

み
合
う
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
解
を
見
出
す
に
は
、
丹
念
に
全
国

地
域
ご
と
の
自
治
体
分
別
・
回
収
状
況
、

可
燃
ご
み
状
況
、
問
屋
で
の
受
入
・
選

別
・
出
荷
状
況
、
消
費
側
の
製
紙
工
場
の

特
性
や
制
限
、
あ
る
い
は
海
外
環
境
規
制
、

古
紙
輸
出
状
況
等
々
を
で
き
る
限
り
マ
ト

リ
ク
ス
的
に
整
理
し
問
題
点
が
俯
瞰
で
き

る
よ
う
な
、
地
域
毎
の
方
向
性
を
見
い
だ

せ
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
あ
り
、
当
セ
ン

タ
ー
で
は
そ
の
整
理
を
進
め
て
い
る
。

市
民
の
分
別
意
識
変
化
、

雑
が
み
へ
の
認
識
不
足

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
地
域
・
世
代
・
性
別

を
考
慮
し
た
全
国
の
20
歳
以
上
男
女
（
千

人
）
を
対
象
に
、
紙
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す

る
意
識
・
行
動
や
古
紙
の
分
別
・
回
収
等

に
関
す
る
知
識
や
現
状
認
識
を
探
っ
た
。

一
連
の
結
果
か
ら
は
若
年
世
代
に
お
い
て
、

紙
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
意
識
・
知
識
が
低
下

し
て
い
る
傾
向
が
窺
わ
れ
る
。
加
え
て
今

後
の
家
族
構
成
変
化
や
、
共
働
き
世
帯
・

単
身
世
帯
・
高
齢
化
・
外
国
人
増
加
等
は
、

こ
れ
ま
で
の
わ
が
国
の
紙
リ
サ
イ
ク
ル
を

支
え
て
き
た
分
別
意
識
を
始
め
と
し
た
根

幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
こ
と
を
念
頭
に

置
い
た
分
別
啓
発
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
一
般
家
庭
に
お
い
て
、

雑
が
み
回
収
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
の

か
。
多
く
の
自
治
体
の
方
々
が
、
雑
が
み

回
収
に
向
け
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
、
啓

発
手
段
（
チ
ラ
シ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
イ
ベ
ン
ト
、

雑
が
み
回
収
袋
配
布
等
）
を
続
け
ら
れ
る

中
、
市
民
の
継
続
的
な
習
慣
づ
け
が
容
易

で
は
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
当
セ
ン
タ
ー
の
市
民
意

識
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
面
倒
く

さ
い
」「
目
的
が
よ
く
わ
か
ら

な
い
」「
雑
が
み
の
種
類
が
わ

か
り
に
く
い
」「
回
収
回
数
が

少
な
く
置
い
て
お
く
場
所
が
な

い
」
な
ど
の
意
見
が
目
立
つ
。

　

日
本
の
総
世
帯
数
57
百
万
世

帯
（
２
０
２
５
年
予
測
・
約
２

人
／
世
帯
）
の
内
、
核
家
族
世

帯
が
約
55
％
、
単
独
世
帯
他
が

約
45
％
程
度
だ
が
、
今
後
単
独

世
帯
比
率
は
高
齢
者
を
中
心
に

上
昇
傾
向
が
続
く
。
都
市
部
で

は
外
国
人
世
帯
数
も
増
加
す
る
。

今
後
の
雑
が
み
分
別
・
回
収
啓

発
を
考
え
た
場
合
、
現
在
習
慣

づ
け
が
で
き
て
い
な
い
成
人
の

意
識
改
革
は
容
易
で
は
な
い
。

　

一
方
で
Ｅ
Ｓ
Ｄ
専
門
家
（
環
境
教
育
）

の
間
で
は
「
子
供
を
変
え
る
こ
と
で
親
を

変
え
る
、
社
会
を
変
え
る
」
と
の
考
え
方

が
あ
る
が
、
日
本
の
紙
リ
サ
イ
ク
ル
の
未

来
を
考
え
た
場
合
、
将
来
核
家
族
を
構
成

し
よ
う
が
、
単
独
世
帯
を
構
成
し
よ
う
が
、

小
さ
い
時
の
習
慣
づ
け
効
果
は
小
さ
く
な

く
、
ま
た
現
時
点
で
も
、
子
供
た
ち
か
ら

の
発
信
に
よ
り
、
同
居
す
る
親
世
代
の
意

識
が
変
わ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
と

考
え
る
。
現
在
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門

家
の
助
言
を
得
な
が
ら
、
小
学
生
を
通
じ

た
核
家
族
に
於
け
る
、
雑
が
み
分
別
・
回

収
啓
発
活
動
に
向
け
た
「
社
会
実
験
」
を

検
討
中
で
あ
り
、
そ
の
効
果
、
意
識
変
化

に
つ
い
て
も
実
施
後
の
フ
ォ
ロ
ー
を
通
じ

て
探
り
、
更
に
改
善
を
加
え
て
拡
大
し
て

い
く
心
積
も
り
で
あ
る
。

 

次
号
で
は
、「
雑
誌
古
紙
・
雑
が
み
の
課

題　

②
」　

に
つ
い
て
状
況
を
ま
と
め
る
。

雑がみとは製紙原料に適さない紙類

「雑がみ」を知っている

古紙を分別している

古紙再生促進センター調べ


